
 
 

 

 

「学力の３要素」により、次の資料に示すように、使う脳の機能が異なっています。従って、

学習指導は、脳の機能が充分発揮できるよう、「学力の３要素」により、その方法を工夫するの

がコツになります。脳の機能を押さえて、「学力の３要素」を見直してはいかがでしょうか？ 

なお、参考資料に「学力の３要素」と脳の領域との関係を示してみます。 

 

資料：脳の機能と「学力の３要素」（「評価の３観点」）との関係 
 
 

 
              
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 
 
 
 
 

参考資料：「学力の３要素」と脳の領域 
 

「学力の３要素」 脳の領域 領域の目標 学力の特性 

 
知識及び技能 

認知領域や 

精神運動領域 
の低次 

達成(習得)目標 

行動目標化 

しやすい 

○頭脳での、認知的な記憶、知識、理解 

○身体の動きを伴う、運動技能的な記憶や

知識 

 
 

思考力・ 
判断力・ 
表現力等 

 
 

認知領域と 

精神運動領域 
の高次 

 

解決(探究)目標 

行動目標化しにく

い場合あり 

○頭脳で事態を分析し既有知識等を総合す

る思考力・判断力 

○身体の動きを伴う、技能や知識や経験等

を総合し、構想等を具体化する思考判断

力 

 

 

技術を工夫し 

創造しようとす

る実践的な態度 

 
 

情意領域 

 

 

方向目標 

行動目標化 

しにくい 

○心的・行動的な傾向 

○知識・技能・思考の方向を規定する心的

傾向 

○知的好奇心(特殊的好奇心) 

○価値観、心情や気持ちの方向性、関心の

広がり・高まり・深まり、心情が表出し

た態度・行動 

「学力の３要素」の入力       脳の機能         「評価の 3観点」の出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｚ 
記憶 

海馬(知識)、小脳(技能) 

活用 

思考・判断・表現等 

前頭連合野 

  

知識及び技能 

思考力・判断力 

・表現力等 

技術を工夫し創造 

しようとする 

実践的な態度 

内容の習得 獲得・再生 
習得「知識及び技能」再現 

短期スパンで習得 

定着には時間が必要 

課題 解決 
能力「思考・判断・判断」 

解決結果の作品・表現物 

中期スパンで形成 

心情を刺激 

態度「主体的に学習に 

取り組む態度」 

長期スパンで徐々に 

態度形成 

ねらう方向 

 
 
 

五感・情意・心情 

大脳基底核 

ド－パミン放出 

刺 
激 

＜804＞  「学力の３要素」で「脳の機能」を上手に生かすコツとは？ 




